
気象予報について ～数値予報と最新の研究～

天気予報に使う天気図はスーパーコンピュータを使って作られ
ています。

地球の大気を右図のようなマス眼で区切ります。これを格子と
いいます。この格子、ひとつひとつで大気の状態を計算します。
大気は太陽、海、雲、水蒸気、地面などいろんなものの影響をう
けるのでたくさんの関係を考える必要があります。まだまだ数値
予報に取り入れられていない関係、わかっていない関係もあり、
年々進化しています。

大気の状態はたくさんの関係式から表現します。そのため、扱う
データは膨大で、最近話題のビッグデータにも深く関連する分野

です。

学校で習う、状態方程式：𝑝𝑝𝑝𝑝 = 𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛、熱力学の第一法則とかも使います。

数値予報の流れは図のようになっています。

観測値を集め、それをデータ同化という手法で数値
予報に取り入れます。それから未来の大気の状態を
様々な関係式を使って予報します。格子点ごとにで
てくるデータから、予想天気図を作ります。それら、
数値予報の結果を見ながら気象庁の予報官や、民
間気象会社の気象予報士の方が天気予報を作って
発表しています。

観測値をもっとたくさん取り入れるとか、大気の状態をもっと正確に表現するとか、もっと細かい
格子で計算する、などたくさんの方法が研究されています。また、大雨が降ったときなど、どうし
て予報できなかったのか、どうしたら予報できたのかなどの解析的な研究もされています。

7月28日00UTC初期値の12時間後
（T=12）の予想天気図です。ほかにも

いろいろな種類の天気図があり、それ
らを組み合わせながら、天気予報を
だしています。
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上空の気圧の谷
縦線の領域は
渦度が正の領
域です。渦度
が大きいとこ
ろでは天気が
わるいことが
多いです。

500hPaでの等高
線と渦度の図

地上の等圧線と
予想降水量（12
時間）の図

点線で囲
まれている
領域では
降水が予
想されてい

ます。

図：気象庁HPより
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